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衛生センター新設で周辺自治会と協定締結

　伊佐市新衛生センター周辺の川西・針牟田・深
川自治会と伊佐市の間で公害防止協定が締結され
ました。
　これは、４月から新衛生センターの運営を行う
うえで、環境汚染や騒音、悪臭など周辺住民に被
害が生じないようにするためのものです。
　２月１日の調印式で隈元市長は、「皆さまとお
互いの意見交換またはご指導をとおして、常に原
点に返りながら運営を行っていきたい」と話しま
した。

　九州電力㈱が社会貢献の一環として、市に
ＩＨ調理器と移動式調理台、ＩＨ対応の調理
器具一式を寄贈しました。
　１月 23日の贈呈式では、光桑野忠久霧島
営業所長が「高齢者や親子のＩＨ料理教室な
どに役立ててほしい」と話され、隈元市長に
目録が手渡されました。
　寄贈されたＩＨ調理器等は、大口ふれあい
センターの調理室に設置されました。

九州電力㈱が IH 調理器を寄贈

　２月 18日、曽木小学校で毎年恒例のニジ
マス釣り大会が行われました。
　曽木小学校の児童たちがプールで育てたニ
ジマス約 800 匹を、児童と保護者、地域住
民ら約 100 人が「親父の会」手作りの釣り
竿で、われ先にと釣り上げていました。
　プール横ではマスの塩焼きや豚汁、おにぎ
りが振るまわれ、笑顔もお腹もいっぱいの充
実した休日になったようでした。

地域のみんなでニジマス釣り
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　学習指導において優秀な成果をあげられた
功績が認められ、表彰されました。
　下伊倉大輔さん（大口小学校教諭）

　長年にわたり援護事業に貢献された功績が
認められ、表彰されました。
　横山忍さん（鳥巣上）

おめでとうございます

平成 29 年度姶良・伊佐地区社会教育振興会表彰

厚生労働大臣表彰文部科学大臣優秀教職員表彰

　田中校区コミュニティの活動をとおして、
子どもたちの健全育成に尽力されました。
　地域づくり部門　羽祢田博信さん（薬師）

　食生活改善推進員として、市民の健康づく
りと食育に尽力されました。
　社会教育団体活動部門
　瀬戸ノ上艶子さん（鳥巣上）

　２月３日夜から翌朝にかけて、第３回アイス
ワールド in 伊佐が開催されました。
　セレモニーには三反園知事も出席され、力強
い挨拶でイベントを盛り上げてくださいました。
今年は明治維新 150 周年ということで、３ｍ
にも及ぶ「西郷隆盛」と「大久保利通」の氷像
がお目見え。来場客は、その迫力と美しさに見
入っていました。
　毎年長蛇の列ができる氷のすべり台では、初
めてのバングルシステム（整理券）導入により、
飲食やステージショーも存分に楽しんでもらう
ことができたようでした。
　ステージでは、パフォーマンスバトルを開催。
歌やダンスなど８組が参加し、拍手や声援の大
きさで競い合った結果、「SUGA ★ iLL	Dance	
Class」が優勝を飾りました。

楽しみどころ満載！ アイスワールド in 伊佐（表紙） 
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　1月 23 日、日本損害保険協会から伊佐湧
水消防組合に高規格救急車が寄贈されました。
　この取組みは、各地域における救急業務の
高度化、業務体制のさらなる充実を図ること
を目的としています。
　消防本部で行われた寄贈式にて、同協会の
石丸龍彦会長が「地域の救急救命活動と市民
の皆さまの安全で安心な生活のために役立て
ていただきたい」と挨拶されました。
　寄贈された救急車は、湧水町の吉松分遣所
に配備されます。

高規格救急車を寄贈

　２月２日、市役所大口庁舎にみどり保育園、
菱刈庁舎に本城幼稚園の園児が豆まきにやっ
てきました。
　園児たちは手作りのお面を被り、鬼に扮し
た市長や職員に「鬼は外、福は内！」と元気
よく豆を投げ、福を呼び込んでくれました。

小鬼たちの元気な豆まき

　１月 26日は「文化財防火デー」です。市では１
月 21 日に白木神社（県指定）・郡山八幡神社・祁
答院家住宅・箱崎神社（国指定）の４か所で防火訓
練を行いました。
　火災を知らせるサイレンを合図に、氏子や地元消
防団・消防職員らが訓練に参加しました。
　伊佐湧水消防組合の前田消防長は「災害が発生す
ると地域ぐるみの活動が一番重要になる。今後も地
域の皆さんと協力していきたい」と話しました。

地域で守る文化財

　２月６日、山野小学校でなかよし集会（人権集会）
が開かれ、日置市の宮丸太鼓店主・宮内礼治さんに
よる人権講話が行われました。
　宮内さんは踊り太鼓の片面を制作して見せながら、
過去の経験について話しました。牛革を使用する太
鼓づくりは動物の命をいかす仕事であること、家業
であるこの仕事へのあこがれや誇りが、逆に他の仕
事への偏見につながっていたことなど、児童たちは
熱心に聴き入っていました。
　いろんな人の仕事を尊重することは、職業差別だけでなくさまざまな差別や偏見をなくすことにも
つながると語った宮内さんの思いは、児童たちにも深く伝わったようでした。

太鼓屋さんの人権講話


